
ディノ３月 - 01

はじめのうた

季節のカード（味覚編）

あそびうた　　紙ふうせん

今月の詩 黄金虫　　野口雨情

う　　た 合成のうた　

ことわざ 蛙の子は蛙　堪忍袋の緒が切れる

門前の小僧習わぬ経を読む　背に腹はかえられぬ　　 

う　　た 単位のうた　　

俳　　句 服部嵐雪　松尾芭蕉　大谷句仏

かぞえうた　　１台　１棹　１口　　（車、たんす、鐘）

なぞなぞ

手あそびうた　ちいさなにわ

音の絵本 ウグイス　カッコウ　メジロ

ホトトギス　ブッポウソウ

イメージストーリー リード君（第12話　恐竜国のトイレ）

（イメージしてみましょう）

今月のうた　　お医者さん　　

おはなし 白雪姫

童　　謡 こうま

漢　　詩 酒を勧む

百人一首 清原元輔　入道前太政大臣　後徳大寺左大臣

後京極摂政前太政大臣  　　

復習コーナー

暗　　示　　（静かなところで目を閉じて聞きましょう）
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《紙ふうせん》

紙ふうせん　トーン　トーン　たかく　トーントーン　

みぎてで　トーントーン　トントン

ひだりてで　トーントントン

紙ふうせん　トーン　トーン　

トントントントン　トーントン

かみ

かみ

かみ

ディノ３月 - 02

あそびうたあそびうたあそびうた



ディノ３月 - 03

黄金虫

　野口雨情

黄金虫は　金持ちだ

金蔵建てた　蔵建てた

飴屋で水飴　買って来た

黄金虫は　金持ちだ

金蔵建てた　蔵建てた

子供に水飴　なめさせた

 こ  がね むし　 　かね  も

かねぐら  た　 くら  た

あめ  や　  みずあめ　  か　 　 き

 こ  がね むし　 　かね  も

かねぐら  た　 くら  た

 こ  ども　　みず あめ

 の  ぐち  う じょう

こ  がね むし

今月の詩今月の詩



蛙の子は蛙

　子どもの才能や性質は親に似るものであること。

堪忍袋の緒が切れる

　抑えに抑えていた怒りがついに爆発すること。

門前の小僧 習わぬ経を読む

　ふだん見たり聞いたりしていると、習わなくても、知ら

　ず知らずのうちにそれを覚えるもの

　である。

背に腹はかえられぬ

　目の前の重大なことのためには、他を犠牲にしてもしか

　たがないことである。

こ　　　　　　　 さい のう　　 せいしつ　　 おや　      に

おさ　　　　   おさ　　　　　　　　　 いか　　　　　　　　　　　 ばく はつ

　   み　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     なら　　　　　　　　　　　　　　　　　し　

　  し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    おぼ

  め　　   まえ　　 じゅうだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ほか　　   ぎ  せい

かえる　  こ　  かえる

かんにんぶくろ　  お　  き

もん ぜん　 　こ  ぞう   なら　  きょう　  よ

 せ　  はら

ディノ３月 - 04

蛙の子は蛙

　子どもの才能や性質は親に似るものであること。

堪忍袋の緒が切れる

　抑えに抑えていた怒りがついに爆発すること。

門前の小僧 習わぬ経を読む

　ふだん見たり聞いたりしていると、習わなくても、知ら

　ず知らずのうちにそれを覚えるもの

　である。

背に腹はかえられぬ

　目の前の重大なことのためには、他を犠牲にしてもしか

　たがないことである。

こ　　　　　　　 さい のう　　 せいしつ　　 おや　      に

おさ　　　　   おさ　　　　　　　　　 いか　　　　　　　　　　　 ばく はつ

　   み　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     なら　　　　　　　　　　　　　　　　　し　

　  し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

　ず知らずのうちにそれを覚えるもの
　  し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

　ず知らずのうちにそれを覚えるもの
おぼ

　ず知らずのうちにそれを覚えるもの
おぼ

　ず知らずのうちにそれを覚えるもの

  め　　   まえ　　 じゅうだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   じゅうだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   じゅうだい ほか　　   ぎ  せい

かえる　  こ　  かえる

かんにんぶくろ　  お　  き

もん ぜん　 　こ  ぞう   なら　  きょう　  よきょう　  よきょう

 せ　  はら

ディノ３月 - 04

ことわざことわざ



ディノ３月 - 05

梅一輪　一輪ほどの　暖かさ　
　服部嵐雪

鴬 や　餅に糞する　縁の先　
　松尾芭蕉

春風や　仏を刻む　かんな屑
　大谷句仏

うめいちりん　　いちりん　 あたた

うぐいす　  もち　  ふん　  えん　　さき

はるかぜ　 　ほとけ　　きざ　  くず

はっ とり らん せつ

まつ  お    ば しょう

おおたに   く  ぶつ

ディノ３月 - 05

梅一輪　一輪ほどの　暖かさ　
　服部嵐雪

鴬 や　餅に糞する　縁の先　
　松尾芭蕉

春風や　仏を刻む　かんな屑
　大谷句仏

うめいちりん　　いちりん　 あたた

うぐいす

鴬 や　餅に糞する　縁の先　
うぐいす

鴬 や　餅に糞する　縁の先　
　  もち　  ふん　  えん　　うぐいす　  もち　  ふん　  えん　　うぐいす さき

はるかぜ　 　ほとけ　　きざ　  くず

春風や　仏を刻む　かんな屑
 くず

春風や　仏を刻む　かんな屑

はっ とり らん せつ

まつ  お    ば しょう

おおたに   く  ぶつ

俳　句俳 句



１　すましていると見えないけれど、にっこり笑うと
　見えるものなあに？

２　うれしいと細くなり、悲しいと水がでてくるもの
　なあに？　

３　男の人ならおかしくないのに、女の人がはやすと
　おかしいものなあに？

４　顔にある小山にトンネル二つあるものなあに？

  み　   わら

   み

 ほそ　 　 かな　 　みず

おとこ　  ひと　 おんな　  ひと

 かお　 こ  やま　  ふた　

ディノ３月 - 06

なぞなぞ

１　すましていると見えないけれど、にっこり笑うと
　見えるものなあに？

２　うれしいと細くなり、悲しいと水がでてくるもの
　なあに？　

３　男の人ならおかしくないのに、女の人がはやすと
　おかしいものなあに？

４　顔にある小山にトンネル二つあるものなあに？

  み　

１　すましていると見えないけれど、にっこり笑うと
み　

１　すましていると見えないけれど、にっこり笑うと
  わら

   み

 ほそ　 　 かな　 　みず

おとこ　  ひと　 おんな　  ひと

 かお　 こ  やま　  ふた　

ディノ３月 - 06

なぞなぞ



ディノ３月 - 07

《ちいさなにわ》

ゆびでしかくを

つくる

よくたがやして2ちいさなにわを1 ちいさなたねを3

まきました4 ぐんぐんのびて5 はるになって6

ちいさなはなが　
さきました　

7 パッ！8

手を上下させて

たがやす

ちいさなたねを

つまむ

手をパッとひろげて

たねをまく

手をあわせ、にょろにょろ

と上にうごかす

手をきらきらさせながら

上から下へおろす

手でつぼみをつくり、

みぎひだりにうごかす

りょう手ではなの

かたちをつくる

て じょう げ

て て

うえ

て

うえ　　　　　した

て て

手あそびうた手あそびうた手あそびうた



今月は、いろいろな鳥たちです。

　１）ウグイス

　２）カッコウ

　３）メジロ　

　４）ホトトギス

　５）コノハズク

こんげつ　　　　　　　　　　　　　　　　とり

ディノ３ - 08

音の絵本音の絵本

カッコウ

ウグイス

メジロ

ホトトギス

コノハズク



ディノ３月 - 09

《お医者さん》

おせきがたくさん　でてきたぞ

おねつもどんどん　あがったぞ

こんなとき　こんなとき

どうしたら　いいのかな

勇気をだして　行ってみよう

病院へ　行ってみよう

看護師さんと　お医者さん

みんな　みんな　やさしいぞ

お腹を出して　口あけて

ほ～らほら　もうおしまい

あとは僕の　勇気だけ

薬を飲んで　もう元気

 ゆう  き　   い

びょういん　　　　　い

 かん  ご    し　  い  しゃ

　  なか　　　だ　　　　　　　 くち

　ぼく　  ゆう  き

くすり　  の　 　げん  き

 い   しゃ

今月のうた今月のうた今月のうた



ディノ３月 - 10

　「白雪姫」は、意地悪な継母に殺されそうになったお姫様

をこびとたちが助けるお話です。

　お話を聞いた後で、質問にこたえてみましょう。

１　継母であるお后は、本当はどういう人だったのですか。

２　お后は、何を持っていましたか。

３　白雪姫は、誰の家に行ったのですか。

４　白雪姫は、何を食べて倒れてしまったのですか。

５　お后は、どうして谷に落ちたのですか。

６　どうしたら、白雪姫は目を覚ましましたか。

白雪姫
しらゆきひめ

おはなしおはなしおはなし

 しら ゆき ひめ　   い    じ  わる　  まま はは　   ころ　  ひめ さま

　 たす　　　　　　  はなし

　 はなし　　  き　　　　　 あと　　　　  しつ もん

 まま はは　  きさき　  ほん とう　  ひと

　 きさき　  なに　   も

 しら ゆき ひめ　  だれ　  いえ　   い

 しら ゆき ひめ　  なに　  た　  たお

　 きさき　  たに　  お

  しら ゆき ひめ　  め　  さ



ディノ３月 - 11
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ディノ３月 - 12

百人一首百人一首百人一首
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